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見
學
す
。

薬
師
堂
、
位
牌
堂
、
多
賓
塔
な
ど
國
賓
建
築
全
部
を

日
、
天
沼
俊
一
先
生
の
指
導
に
て
不
動
堂
、
純
蔵
、

し、 蹄
途
、
尾
之
道
市
に
下
車
し
て
宿
泊
、
十
九
日
早
朝

よ
り
浄
土
寺
及
び
西
國
寺
の
國
賓
建
築
を
見
學
す
。

る
を
喜
び
つ
ヽ
蹄
阪
し
た
。

杉
間
よ
り
漏
る
A

満
月
に
詩
嚢
を
肥
し
、
翌

十
七
名
蓼
加
し
、
高
野
山
に
抵
る
。
穂
持
院
に
宿
泊

▲
九
月
六
日

翠
加
者
は
何
れ
も
復
と
獲
難
き
好
機
會
に
恵
ま
れ
た

て
巌
島
誹
祉
の
國
賓
建
築
す
べ
て
に
就
て
見
學
す
。

五

常
り
て
、
平
素
よ
り
主
張
せ
ら
る
A
逍
義
の
信
念
を
以

て
屹
然
と
し
て
立
ち
、
五
十
年
に
垂
ん
と
す
る
賓
生
活

を
基
礎
と
し
、
純
清
戦
に
於
て
共
の
必
勝
を
期
し
て
挺

身
奉
公
の
誠
を
盛
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
我
が
懐
徳
堂
理
事

長
小
倉
正
恒
先
生
が
、
蔵
相
と
し
て
の
共
の
勇
牡
な
姿

太
平
洋
の
風
波
は
愈
々
荒
れ
狂
ふ
て
居
る
。
此
の
時
に

し
て
此
の
聖
戦
の
目
的
を
貫
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て
今
や
昨
秋
勃
敬
せ
る
欧
洲
戦
学
の
影
轡
に
て
、

我
が
國
は
、
思
想
戦
、
経
清
戦
に
於
て
も
亦
一
層
努
力

南
端
に
反
び
、
武
力
に
於
て
絶
封
黙
倒
的
地
位
に
あ
る

よ
り
姦
に
四
年
有
餘
、
皇
威
は
浦
蘇
國
境
よ
り
佛
印
の

頑
迷
な
抗
日
に
已
む
な
く
破
魔
の
剣
を
抜
き
放
ち
て

編

輯

を

終

幹

事

山

本

楢

侶

ヘ
て



て
勤
倹
産
を
治
め
、
義
勇
奉
公
の
至
誠
を
痰
輝
し
、
以

し
て
琥
を
重
ぬ
る
こ
と
十
九
、
今
回
は
學
界
の
植
威
、

秋
月
胤
臓
先
生
の
「
皇
道
と
儒
道
」
と
題
す
る
講
演
、

講
師
張
源
詳
先
生
の
入
墜
に
腸
す
る
研
究
、
及
び
中
井

家
の
常
主
中
井
木
菟
麻
呂
先
生
の
中
井
甍
惹
先
生
行
朕

を
登
載
し
、
ま
た
吉
田
鋭
雄
先
生
が
編
纂
せ
ら
れ
た
本

堂
所
蔵
の
懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目
、
及
び
甍
惹
先
生
遺

稿
を
附
録
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
A

な
っ
た
。
熟
讀
玩

味
せ
ら
れ
て
修
養
に
資
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。

今
や
時
局
は
あ
ら
ゆ
る
銀
難
を
突
破
進
撃
し
て
、

生
の
鞭
撻
と
、
堂
友
諸
兄
の
援
助
と
に
よ
り
、
幸
ひ
に

本
堂
重
建
以
来
姦
に
二
十
五
星
霜
、
本
誌
も
亦
諸
先

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

て
八
紘
一
宇
の
天
業
を
翼
贅
し
奉
る
光
榮
を
戚
謝
し
な

を
饂
鑑
と
仰
ぎ
、
我
々
堂
友
も
各
々
其
の
職
域
に
あ
っ

友
諸
兄
の
健
康
と
一
層
の
奮
闘
と
を
祈
る
。

聖
慮
を
安
ん
じ
奉
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
秋
で
あ
る
。
偏
に
堂

五
四




